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境川中学校ＰＴＡホームページ 
http://sakaigawa-pta.com/ 

境川中学校広報紙はホームページ発行のみとなりました。 

印刷物をご希望の方は、広報委員会までお知らせください。実費で配布いたします。 

問合先 sakaigawa.koho@gmail.com 

 

第１５８号 
発行 

境川中学校広報委員会 
令和元年度後期 
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演奏が 

丁寧でした 

技術力が 
高いです 

３－１ 

廣瀬太志さん 

奥村一敬さん 

左合七彩さん 
審査委員長 

松井裕樹先生 

２－４ 

１－１ 

１－４ 

２－１ 

２－７ 

１－５ 

３－３ 

３－８ 

コーラス部 

「はじまり」 
３年 1 組の学級目標は「光合成」です。仲間の良さを吸収

しながら成長していこうという意味が込められています。 

私達は合唱フェスに向けて歌が得意な人の良さを吸収しな

がら聴いた人が感動できるような合唱を目指して取り組ん

できました。 

この曲はゼロからスタートという意味があります。私達は

初め孤独でしたが出会った人達と共に今を生きています。 

それを伝えるためにスケールが大きく壮大な曲に挑戦しま

した。 

男声が２部に分かれるところ、テンポが変わるところは、

きれいだけど力強さのある合唱にすることが難しく、何度も

何度も練習してきました。 

３年１組でしか表現できないこの歌をこのステージで歌

えることを幸せに思います。 

出会った家族や仲間、先生達に感謝して今みなさんに感動

を届けます。 

 

手を落下させる 
感じがうまいです 

「空駆ける天馬」 

１９７８年の古くて難しい曲、 

チャレンジしてうまく歌えました。 

10月31日 
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ボランティア活動 

岐阜市第 4ブロックの活動 

且格校区の活動 

且格校区では、中学生の約１／３の生徒が「中学生ボランティアグループ」に参加し、グループで活動し

ています。募集は 1 回／年、灯籠祭り、防災訓練、市民運動会が主な活動です。 

一番のイベントは、灯籠祭り。中学生が中心となって企画運営をおこない、地域の方も一緒になって盛り

上げる行事になっています。高校生大学生の先輩方もお手伝いに参加します。 

「地域が高齢化して行事が少なくなっているのが寂しい。何か行事をやりたい。」と当時中学生の先輩が

中心になって、１１年前にスタートし、今に続いています。 

 

青少年育成 川田さん 
自分たちでやり抜く力を付けるため、

大人は手助けするのみで子どもたちに

任せるようにしています。自分でやっ

た方が早いのですが、それでは力が付

きませんので。 

境川中 ２年生 
Ｑ：どんなきっかけで参加しましたか? 

Ａ：お兄さん、お姉さん方が活動して

いるのを見て、中学生になったら参加

したいと思っていました。 

高校生のお姉さんに教えてもらい

ながら、アナウンス原稿を作成。 

本日はありがとうございました。礼！ 

班に分かれて役割分担。 

司会も中学生ボランティア 
校区運動会でも活躍 

中学校を通じて募集された青年国際

交流会に、１０人の境中生がボランテ

ィアとして参加しました。 

イベントの準備、運営をお手伝いし

ながら、ネパールの自然、文化、歴史、

食事などを学びました。 

９月８日（日） 

市橋コミュニティーセンター 

イベントの司会を体験 

ネパールの楽器を体験 
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防災鵜ォッチ 

柳津小学校 

青少年育成市民会議 

子ども会 まちづくり協議会 

鶉校区の活動 

柳津校区の活動 

柳津校区では、青少年育成市民会議、小学校、まちづくり協議会、自治会など様々

な団体から、行事ごとにボランティアの依頼があります。今年、新たに子ども会か

ら「球技大会を手伝ってほしい」、青少年育成市民会議から「ラジオ体操の運営をし

てほしい」との依頼がありお手伝いしました。多くのイベントで大活躍する、なく

てはならない戦力です。 

子ども会 

清水さん 

 

11名の中学生がボラン

ティアで参加してくれま

した。体操のお手本や、一

緒にスコア確認をしても

らいました。楽しそうに活

動してくれて、とても頼も

しい存在でした。 

鶉校区では、まちづくり協議会から夏まつり、防災鵜ォッチ、体育振興会から校区民体育祭など、ボランティアの依頼

があります。鶉の中学生だけでなく、柳津、且格からも参加しています。 

中学校を卒業したお兄さん、お姉さんも加わって、楽しくボランティアをしています。 

 

親子ふれあい教室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お母さんが話を聞いている

間、赤ちゃんをあやしたり、一

緒に遊んだりしました。 

校区民体育祭 夏まつり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参加した各団体のお店や、ゲ

ームのお手伝いをしました。 

鶉地域のボランティア活動に、毎

年、多くの中学生に活躍いただい

て、とても感謝しています。 

鶉地域では、境川中を卒業した先

輩もボランティアとして頑張って

います。皆さんも高校生になって

も積極的にボランティア活動に参

加していただけると嬉しいです。 

青少年育成 

市民会議 

岩田さん 
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             少年補導担当  黒田さんインタビュー 
 
広）最近の境川中学校の生徒に関わることで何か気になるこ

とはありますか？ 
黒）羽島署管内では、気になる行動はなく落ち着いていま

す。喫煙や深夜徘徊など、そういう外に出ての補導をするこ

とは、全国的にも県下的にも年々減少傾向にあり、羽島署管

内でも同じ傾向です。境川中学校区に関しては、バイクで近

所迷惑な音を出しながら走行するという事案はときどきあり

ますが、それも昨年に比べれば減っています。自転車盗や万

引きなどの犯罪で警察に補導されたという事例もありませ

ん。人づてには補導が多かった時期もあったと聞いています

が、私が担当している去年と今年に限って言えば、他の学校

と比べても悪い印象はありません。 

広）では、今のまま落ち着いて生活していけばよいというこ

とですね。他に何か気をつけたほうがいいことは？ 

黒）ＳＮＳやインターネットに関係した相談やトラブルは増

えています。分かりやすく目に見える非行と違って、表に出

てきたときには事態が深刻になっているので、子どもたちに

は、「普段から早め早めに相談してほしい」と啓発活動をし

ています。でも子どもたちは大人より自分たちのほうがそう

いうものに詳しいという考えがあるので、「どうせ親に言っ

たって」と思ってしまいますし、

悪いことをしているという罪悪感

もあるので相談をためらってしま

うようです。だからなかなか言い

出せなくて、そうこうしているう

ちに本当に警察でお世話になるし

かない状況に陥ってしまいます。

例えば画像が拡散してしまうとい

うトラブルが起きた場合、そうな

ってしまった後では私たちが画像

を 100％削除することはできませ

ん。何とかそうなる前に相談して

ほしいですね。 

広）中学生だと携帯電話を持っている子と持っていない子が

います。うちの子は持っていないので、例えば友だちの携帯で

写真を撮るということになったときに、「撮ってもＳＮＳにア

ップするのはやめてねとお願いするんだよ」とか「そもそも写

真を一緒に撮らないほうがいいんだよ」と言ってはいますが、

実際その場面を想像すると、子どもが友だちにそんなことを

お願いしたり断ったりするのは難しいのか

なと思います。 

黒）同意を得ずに友だちの写真をインターネ

ット上にアップするのは、肖像権の侵害にな

ります。それは法律に触れることだ、してはいけないことだと、

教えていくしかありません。ありとあらゆる危険性があるの

で、何に焦点を当てるかにもよりますが、１個１個、保護者さ

んが教えていくことが必要だと思います。例えばアップした

写真で友だちが学校の制服を着ていて、それによって人や場

所が特定されてしまうと、ストーカー被害に遭うという可能

性もあります。 

広）携帯電話などのツールを持たせる場合には、保護者がきち

んとルールを教えるということが大事ですね。 

黒）持たせる前に家族で話し合ってルールを決めて、それを守

るという約束で持たせるといいです。実際に警察で取り扱っ

た事例で、深刻なものだと、ＳＮＳを通して知り合って誘拐さ

れたり、裸の画像を送って拡散されたりしたものがあります。

日頃から家族でコミュニケーションをとって子どもにインタ

ーネットの危険性を教えることが大切です。 

広）保護者には分からないうちに犯罪被害に遭っているとい

うのは怖いですね。 

黒）常日頃から子どもの言動や表情をよく観察して、ふさぎこ

んでいる様子などが見られたら、「大丈夫？」と声をかけてほ

しいです。そして何よりも、相談しやすい関係を普段から作っ

ているといいですね。 

広）そういうのが一番難しい年

頃でもありますね。 

黒）そうですよね。でも何か起こ

ったときに現実世界で助けを求

められるかということがとても

重要です。誰にも相談できずに

「どうしよう、どうしよう」と言

っているうちに事態はどんどん

深刻になってしまうので。 

広）なるほど、よく分かりまし

た。本日はありがとうございま

した。 

 

 

中学生を見守る人々 

岐阜羽島署生活安全課 

補導員 巡回活動 

地域補導委員会 

３校区の各種団体から各７名、計２１人が選任

されて活動しています。境川中学校からは２人の

地区委員長が選任されています。今年はたまたま

ＰＴＡ会長、広報委員長も加わっています。 

鶉、日置江地区では青パトによる巡回活動が週に３～４日程度行わ

れています。朝夕は子どもたちの通学時間に合わせ交通安全、夜は防犯

を主な目的に活動しています。青パトの無い柳津地区では、ふれあい夏

祭り、夏休みの時期に夜間巡回指導を行っています。 

こうした地域の方たちの見守り活動によって、子どもたちが安全に

通学・生活することができています。 

「最近の子どもたちは夜間に出歩くことがめっきり減った」という

声が多く、むしろＳＮＳによるトラブルを心配する声が増えています。 

鶉 

 

日置江 

 

柳津 

 

黒）：黒田さん 

広）：広報 
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学校の１日 １１月９日（土） 

土曜授業（午後参観日） 

教員の長時間労働が話題になっています。岐阜市では、教員の休日を確保するために、夏休みの閉庁日（１６日間）を設けるなど

様々な取組が行われていますが、平日は、朝早くから遅くまでの授業準備、週末・夏休み期間中には部活動の大会の引率、地域イベ

ントへの参加など、様々な場面で生徒たちのために活動している姿を見かけました。そこで、広報委員が先生方の仕事について知

るために「学校の一日」を取材しました。 

  

6:30 駅伝のバス出発 

 

7:30～8:00部活動朝練 
（ﾊﾞｽｹｯﾄ,ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ,ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ） 
「いつもはほとんどの運動部が
朝練をしていますが、今日は少
ないです。」 

～8:20 登校指導 
「いつも 8:20 までには、ほ
とんどの生徒が登校してい
ます。」 

5:30 最初の先生登校（駅伝の引率） 

質問：先生早いですね。 

答 ：今日は特別の日(駅伝)ですから・・ 

（予想外に、学校の朝が早すぎて、 

写真撮れませんでした） 

12:45～13:00 昼休み 
体操服、制服で元気よく遊ん
でいました。 

1５:５0～16:10 下校指導 
「一斉下校は、保護者の車が
多く、事故がないよう特に気
を遣います。」 

－取材の感想－ 
当初、1人の先生を対象に

「先生の１日」というタイトルで

取材依頼をしましたが、プライ

バシーなどの問題から、「学校

の１日」というページになりまし

た。 

学校全体の取材の中からも、

平日も休日も子どもたちのた

めに仕事をしている先生方を

垣間見ることができました。改

めて先生方には大変頭が下が

る思いです。 

13:00 体育館準備 
みんなで体育館のいす準備 

13:10～13:20掃除 
「はじめの会」で打ち合わせ
をしてから掃除開始。 

14:00～(３年生) 
体育館で、「進路説明会」 

19:50 職員室にはまだ明かり 
「消灯は20時です。忙しいとき
は、真っ暗な中パソコンの明かり
で残業しています。」 
（20:45までには最後の先生が
下校していました。） 

14:00～(2年生) 
「職業講話」8つの部屋に分
かれて、職業について勉強し
ました。 

12:25～ 昼の放送 
放送委員は授業が終わって放
送室に直行。「いつも給食は放
送室で食べています。」 

14:00～（1年生） 
 「原三溪講話」講師市川さ
んによるお話を聞きました。 
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■就きたい職業について 
生徒 ：将来就きたい職業はありますか。 

保護者：お子さんの就きたい職業を知っていますか。 

 

職場体験を終えて、そろそろ、進路、高校を考え始めた２年生に「将来の夢」、 
そして、保護者に「夢への支援」について聞いてみました。 

就きたい職業トップ５(男子) 
1位：スポーツ関係 

2位：IT関係 

3位：エンジニア 

医療関係（医者） 

警察官 

 

     

外：生徒 

内：保護者 

回答数６２ 

就きたい職業トップ５(女子) 

1位：保育士 

2位：医療関係(医者・看護師) 

美容関係（美容師、ネイリスト） 

4位：食品関係(パティシエ、料理関係) 

5位：声優 

 

     

外：生徒 

内：保護者 

回答数６７ 

上位２０％の生徒は５つの職業を選択 上位２０％の生徒が 2つの職業に集中 

２０％ 
２０％ 

回答率 
全体 ４７％（１２９／２７６） 
男子 ４２％（６２／１４７） 
女子 ５２％（６７／１２９） 
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■お子さんの職業選択に保護者の意向をどの程度反映させたいですか。 

A 子どもの好きなように （関与度 0～20％） 
B あまり関与しない   （関与度 21～40％） 
C 半分程度関与     （関与度 41～60％） 
D 強く関与したい    （関与度 61～80％） 
E 決まっている（後継ぎ）（関与度 81～100％） 
F わからない 

好きなように 決まっている 

回答数 

２４ 

回答数 

13 

■お子さん就いてほしい職業は 

全体の結果から 
女子は、保育士、医者、看護師、美容師など接する機会の多

い職業に就きたいと考える傾向が強いようです。 

一方、男子は、男性の働く職業に接する機会が少ないため

か「就きたい職業」が分散し、「就きたい職業」がない生徒は女

子より多くなりました。 

また、女子の方が日頃の会話が多いせいか、「就きたい職

業」について親子で共有できているようです。 

男女とも就いてほしい職業に「本人の希望」を優先する保

護者が最多ですが、男子の方がその比率は低くなりました。

（男子は、女子よりも親の期待を背負ってプレッシャーを感じ

ているかもしれません。） 

女子は、生徒、保護者とも、人を助けることができ、資格を

必要とする安定した医療系（医師、看護師）に人気がありまし

た。 

見方を変えると・・・ 
AI が職業を一変させ、これまでの枠で考える職業の一部

は、将来無くなるとも言われています。 

保護者が、今魅力的な職業に子どもを導くことはリスクと

なってきました。時代の変化に応じて、自分で職業を探して

いくよう「本人の希望」を優先する方がより賢い職業選択にな

っているとも考えることができます。 

男子では、AI を操る「IT 関連」、女子では、ホスピタリティ

ーが求められAIにできない看護師、保育士が上位にランクイ

ンしています。子どもたちが時代の変化を敏感に感じている

現れではないでしょうか。 

 

■頂いたアンケートの結果から 

①女  
②トイデザイナー 
③子どもが楽しんでいるとこ
ろを見ることが好きだから 
④デザインの考案 
⑤なりたい職業に就くため
に必要なスキルを習得でき
る高校や大学のリサーチ。 

 

①男  
②IT関係 
③部活などでパソコンを触っ
ていて、多くのことを理解
できているから。 
④部活で、プログラムを実際
に作ってみたり、関連する
本を読んでいること。 

 

①男 
②警察官 
③人の役に立つ仕事がしたい。 
④勉強・情報収集 
⑤子どもの話を聞く。現職の人
の話を聞く。 
⑥警察官 

 

①女  
②助産師 
③ドラマを見て、やりがいが
ある、かっこいいと思った。 
④相手の立場になって接する
こと。 
⑤高校や大学の相談にのって
いる。その職業の魅力を伝
えている。 

生徒           保護者 
①：性別         ⑤：就きたい職業へのサポート 
②：就きたい職業   ⑥：就いてほしい職業 
③：理由 
④：努力していること 

 

①女  
②保育士・幼稚園の先生 
③小さい子が好き・幼稚園の時
の担任の先生に憧れた。 
④ピアノ、笑顔で過ごすこと 
たくさんの人とかかわること 
⑤家事の手伝い、ピアノ、習字
など、必要な習い事をさせて
いる。 

 

①女 ②刑務官 
③今やっている｢剣道｣をいか
した仕事がしたい。 
④2段をとること。大会で成
績を残すために毎日の稽古。
剣道強豪校に合格できる勉
強。 
⑤必要な資格や経歴を子ども
と調べる。今必要なことをサ
ポート。 

  

  

  

①男 
②社会科教師 
③社会が好きだから。 
④勉学 
⑤いろんな職種、いろんな選択
肢があることを伝えている。 
⑥本人がやりがいをもって働
ける職業であれば何でもよい
です。 

①男 
②小説家 
③本が好きだから 
④毎日、いろんな本を読んで
いる。 
⑤月に 2回、市立図書館で
本を借りてくる。 
⑥とにかく自立できる職業 

①女 ②声優のような人を笑
顔にできる仕事 
③いろんな人が少しでも笑顔
でいてくれることがうれし
いから。 
④声優さんの工夫、日頃から
声だけで気分を伝える、周
りを笑顔にする方法などを
考えている。 

①女 ②不動産営業 
③親が仕事をしている姿を見
て、自分もいっしょにこの職業
に就きたいと思った。 
④親の職場についていきメモを
とり、気になるところの質問。 
⑤ますば、私が夢を実現するた
めにがんばります。子どもに背
中で、伝えられたら良いなぁと
思ってます。 

①女 
②美容師 
③両親が美容師で かっこい
いと思ったから。 
④職場に行って実際に見た
り、調べたり、やってみたり
してる。 

①男 
②鉄道関係 
③鉄道が好きだから 
④鉄道の本を読んだり、電車
に乗ったりしています。 
⑤なるべく、移動は電車を使
うようにしている。 
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司
会
：
本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。「
夢
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

Ａ
：
夢
っ
て
あ
り
ま
し
た
？
私
無
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。 

Ｂ
：
両
親
と
も
共
働
き
で
結
構
忙
し
く
て
、
時

代
的
に
も
、
高
校
行
っ
て
大
学
行
か
せ
る
の
が

目
標
、
女
の
子
だ
し
・
・
・「
夢
は
何
」
と
聞
か

れ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
。
い
よ
い
よ
高
校
三
年

生
に
な
っ
て
大
学
、
進
路
を
決
め
る
と
き
に
、

親
か
ら
急
に
「
医
療
関
係
に
し
た
ら
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
で
も
文
系
だ
し
・
・
・ 

一
同
：
笑
い 

Ｂ
：
親
も
、
決
め
な
き
ゃ
と
い
う
と
き
に
な
っ

て
、「
手
に
職
、
資
格
」
と
考
え
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。
女
の
子
だ
し
・
・ 

そ
ん
な
反
面
教
師
も
あ
っ
て
、「
小
さ
い
頃
か

ら
将
来
の
仕
事
に
つ
い
て
意
識
さ
せ
て
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
体
験
さ
せ
る
よ
う
子
育
て
し
て
い
ま
す
。 

司
会
：
中
学
生
な
ど
進
路
選
択
の
時
に
職
業
を

意
識
し
て
い
る
こ
と
が
す
ご
く
大
事
で
す
ね
。 

Ｃ
：
親
が
公
務
員
だ
っ
た
の
で
す
け
ど
・
・
学

生
の
頃
は
、「
進
学
の
先
に
就
職
が
あ
っ
て
自
分

で
お
金
を
稼
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う

意
識
が
あ
ん
ま
り
無
か
っ
た
。 

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
高
校
、
大
学
と
い
う

道
筋
は
作
っ
て
く
れ
た
け
れ
ど
。
そ
の
先
が
わ

か
ら
な
い
ま
ま
行
っ
て
い
た
か
ら
、
い
ざ
就
職

と
な
る
と
、
そ
ん
な
に
情
熱
持
っ
て
や
れ
な
い

で
す
よ
ね
。
い
ま
「
13
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」

と
い
う
本
や
職
業
体
験
も
あ
り
ま
す
。
う
っ
す

ら
と
で
も
「
こ
の
先
あ
な
た
も
働
い
て
、
い
ず

れ
は
お
金
を
稼
ぐ
ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

Ｂ
：
大
学
に
入
る
の
が
ゴ
ー
ル
で
な
く
て
そ
の

先
で
す
よ
ね
。 

Ｃ
：
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
そ
の
先
の
方
が
大
事

だ
よ
っ
て
、
早
い
段
階
で
知
っ
て
い
た
か
っ
た

で
す
。 

Ｂ
：
今
日
、
小
学
校
の
二
分
の
一
成
人
式
で
子

ど
も
た
ち
が
将
来
の
夢
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
聞
い
て
い
る
と
、
働
く
親
の
姿
を
見

て
「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
同
じ
職
業
」
と

い
う
子
ど
も
が
結
構
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

Ｄ
：
私
が
パ
ン
づ
く
り
が
好
き
な
の
も
あ
っ
て

か
、
保
育
園
の
時
は
食
パ
ン
を
食
べ
て
「
こ
ん

な
ふ
わ
ふ
わ
の
パ
ン
を
焼
き
た
い
。」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
低
学
年
に
な
っ
た
ら
、
ペ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
プ
。
私
が
「
か
わ
い
い
だ
け
じ
ゃ
だ
め
だ

よ
、
売
れ
残
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
」
と
言
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
ト
リ
マ
ー
に
変

わ
っ
て
。
知
り
合
い
の
お
店
で
、
う
ち
の
犬
で

体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。
今
は
ト
リ
マ

ー
の
は
ず
で
す
。
休
み
の
た
び
に
う
ち
の
犬
で

爪
を
カ
ッ
ト
し
た
り
、
毛
を
刈
っ
た
り
、
時
々

や
っ
て
い
ま
す
。
で
も
理
数
系
嫌
い
だ
か
ら
・
・
・ 

司
会
：
理
数
系
な
ん
で
す
か
。 

Ｄ
：
病
気
の
こ
と
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

ま
た
つ
ま
ず
く
か
な
と
思
い
な
が
ら
、
見
て
い

ま
す
。
そ
の
ト
リ
マ
ー
の
女
の
子
は
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
自
分
の
夢
を
諦
め
き
れ
ず
、
お
金

を
貯
め
て
専
門
学
校
に
行
っ
て
、
今
や
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
職
業
選
択
も
あ
る
の
か
な
と

思
い
ま
す
。 

司
会
：
進
学
し
て
上
の
学
校
へ
行
け
ば
行
く
ほ

ど
、
競
い
合
っ
て
み
ん
な
と
上
の
大
学
へ
行
こ

う
と
す
る
と
、
方
向
が
そ
れ
て
い
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
時

に
な
り
た
い
職
業
と
、
周
り
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
影
響
受
け
て
な
り
た
い
職
業
が
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
ね
。 

Ｅ
：
大
き
く
な
る
と
、
現
実
的
に
生
活
の
こ
と

を
考
え
る
か
ら
、
収
入
を
考
え
た
上
で
の
な
り

た
い
職
業
に
変
わ
っ
て
い
く
ん
で
す
ね
。 

司
会
：
○
○
は
収
入
が
い
い
か
ら
と
親
が
・
・
・ 

Ｅ
：
夢
と
言
う
よ
り
は
食
べ
て
い
け
る
か
。
現

実
的
な
考
え
が
入
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
歌
手

に
な
り
た
い
と
幼
稚
園
の
時
に
言
っ
て
い
て
も
、

歌
手
に
な
れ
る
の
は
一
握
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、

現
実
的
に
は
、
た
だ
幼
稚
園
の
時
は
ほ
ん
と
に

憧
れ
で
言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
狭
く

な
っ
て
く
る
。 

司
会
：
子
ど
も
が
納
得
し
て
そ
っ
ち
の
方
向
に

変
わ
っ
て
い
け
ば
い
い
の
で
す
け
ど
。 

Ｃ
：
大
学
の
就
職
課
の
人
が
、「
や
り
た
い
こ
と

が
あ
っ
て
入
っ
て
き
た
学
生
と
、
ブ
ラ
ン
ド
で

大
学
に
入
っ
て
き
た
学
生
と
は
、
や
る
気
、
目

の
輝
き
が
違
う
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
親
さ

ん
は
収
入
の
高
い
安
定
し
た
職
業
を
勧
め
た
く

な
る
の
も
わ
か
る
け
ど
、
本
人
が
望
ん
で
い
な

い
な
ら
そ
れ
は
い
い
結
果
に
き
っ
と
な
ら
な
い
。

や
り
た
い
こ
と
を
優
先
さ
せ
て
あ
げ
て
ほ
し
い

で
す
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
目
か
ら
鱗
で
・
・ 

娘
が
あ
る
資
格
の
仕
事
を
し
た
い
と
言
い
始

め
て
、
そ
の
仕
事
っ
て
お
金
に
な
る
の
か
な
っ

て
、
就
職
口
が
あ
る
の
か
っ
て
心
配
は
尽
き
な

い
で
す
け
ど
、
あ
ん
ま
り
夢
を
持
て
な
か
っ
た

娘
が
そ
う
や
っ
て
言
っ
た
の
で
、「
も
う
ち
ょ
っ

と
広
げ
て
あ
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
な
」
と
話
を
聞

い
て
か
ら
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。「
や
り
た

い
こ
と
が
大
事
、
小
さ
い
業
界
で
も
な
ん
と
か

食
べ
て
い
け
る
の
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
考
え
方

が
変
わ
り
ま
し
た
。 

Ａ
：
う
ち
も
何
が
や
り
た
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

Ｂ
：
自
分
た
ち
の
時
代
と
比
べ
る
と
、
中
学
校

で
は
職
場
体
験
、
小
学
校
で
は
二
分
の
一
成
人

式
で
将
来
の
こ
と
考
え
た
り
、
六
年
生
で
も
そ

う
い
う
行
事
が
あ
っ
た
り
、
下
の
子
四
年
生
で

ゲ
ー
ム
が
好
き
な
の
で
ゲ
ー
ム
を
つ
く
る
仕
事

が
し
た
い
と
言
っ
て
い
た
ら
、
先
生
が
、「
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
と
か
必
要
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
の

を
目
指
し
た
ら
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
学

幻冬舎刊 

夢 

２年生 職場体験 
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校
で
将
来
の
職
業
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
私

た
ち
の
時
代
よ
り
は
作
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
か

な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
す
ご
く
あ
り
が
た
い

な
と
思
い
ま
す
。 

Ｄ
：
今
、
い
ろ
ん
な
職
業
の
体
験
が
出
来
る
と

こ
ろ
多
い
で
し
ょ
う
。
チ
ラ
シ
で
募
集
し
て
い

ま
す
。
ピ
ザ
作
り
体
験
と
か
ト
リ
マ
ー
体
験
と

か
、
キ
ッ
ザ
ニ
ア
に
も
行
か
せ
た
か
っ
た
な
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
子
ど
も
の
頃
あ
ん
な
い

い
施
設
な
か
っ
た
で
す
ね
。 

Ｃ
：
い
ろ
い
ろ
体
験
で
き
て
い
い
で
す
ね
、
今

の
子
は
。 

司
会
：
で
も
逆
に
今
の
子
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ

で
し
か
体
験
で
き
な
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
会
社
員
が
増
え
て
、
子
ど
も
は
会
社
の
中

に
は
入
れ
な
い
ん
で
す
ね
。
昔
は
自
営
が
多
か

っ
た
か
ら
子
ど
も
が
働
い
て
い
る
姿
を
見
ら
れ

た
ん
で
す
け
ど 

Ｃ
：
会
社
が
見
え
な
い
か
ら
子
ど
も
が
会
社
員

に
な
り
た
い
と
い
う
気
が
な
く
な
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

Ｂ
：
親
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
と
「
忙
し
そ
う
だ

か
ら
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
な
」
と
感
じ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

 

た
ま
に
テ
レ
ビ
で
お
父
さ
ん
の
職
場
に
行
こ

う
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
お
父
さ
ん
の

職
場
を
初
め
て
知
る
っ
て
い
う
の
が
あ
り
ま
す

ね
。 

司
会
：
親
が
疲
れ
て
帰
っ
て
き
て
た
め
息
つ
い

て
い
る
と
、
子
ど
も
は
会
社
員
に
な
り
た
く
な

い
と
感
じ
て
し
ま
う
、
楽
し
そ
う
に
会
社
に
行

っ
て
い
る
と
い
い
で
し
ょ
う
け
ど
、
子
ど
も
が

小
六
の
時
に
、
何
に
な
り
た
い
か
聞
い
た
ら
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
っ
て
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

Ａ
：
そ
れ
じ
ゃ
：
食
べ
て
い
け
な
い
し(

笑) 

司
会
：
楽
し
そ
う
に
や
っ
て
い
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
。 

Ｃ
：
う
ち
の
子
ど
も
、
な
か
な
か
自
分
の
得
意

な
も
の
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

高
校
の
部
活
で
す
ご
く
は
ま
っ
て
、
下
手
だ
け

ど
楽
し
い
。
だ
か
ら
私
は
そ
の
関
係
の
仕
事
を

し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
好
き

に
な
っ
て
く
れ
た
の
が
嬉
し
い
し
、
そ
れ
に
つ

い
て
口
出
し
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
心

の
中
で
は
「
そ
の
仕
事
っ
て
ど
う
な
の
、
大
丈

夫
か
？
」
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
や
っ
と
自
分

で
興
味
持
っ
た
分
野
だ
か
ら
一
つ
打
ち
込
め
る

物
が
見
つ
か
っ
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
。 

司
会
：
う
ち
の
高
三
の
娘
も
同
じ
部
活
で
し
た
。

す
ご
く
大
変
で
す
よ
ね
。
宿
題
が
終
わ
ら
な
い

ん
で
す
よ
、
忙
し
す
ぎ
て
。 

Ｃ
：
で
も
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
も

う
い
い
や
と
思
い
ま
す
。
楽
し
そ
う
な
ら 

Ｂ
：
夢
が
そ
の
ま
ま
職
業
に
な
る
っ
て
一
握
り
。 

Ａ
：
好
き
な
こ
と
で
食
べ
て
行
け
る
人
っ
て
ど

れ
く
ら
い
？ 

「
目
標
に
向
か
っ
て
、
じ
ゃ
あ
今
何
や
る
の
、

そ
れ
な
り
に
成
績
と
っ
て
お
け
ば
選
択
肢
広
が

る
よ
う
に
、
こ
こ
の
高
校
だ
っ
た
ら
選
択
肢
二

つ
あ
る
け
ど
、
こ
こ
の
高
校
だ
っ
た
ら
一
つ
し

か
な
い
よ
。
そ
う
い
う
こ
と
は
承
知
し
て
お
き

な
さ
い
よ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

司
会
：
意
外
と
そ
う
で
も
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ

て
、
上
の
高
校
に
行
く
と
「
そ
ん
な
仕
事
す
る

の
」
と
変
な
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
ん
で
す
ね
。 

 

周
り
に
流
さ
れ
て
職
業
選
択
の
幅
を
ど
ん
ど

ん
狭
め
て
、「
ほ
ん
と
に
自
分
が
や
り
た
い
こ
と

か
な
」
と
思
う
面
も
あ
る
。 

Ａ
：
一
回
就
職
し
た
ら
ず
っ
と
同
じ
仕
事
を
や

る
と
も
限
ら
な
い
し
全
く
畑
違
い
の
こ
と
を
や

る
こ
と
も
あ
る
。
好
き
な
こ
と
を
と
こ
と
ん
ま

で
や
る
時
期
が
あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
。
昔
は

思
え
な
か
っ
た
で
す
け
ど
。 

司
会
：
昔
だ
っ
た
ら
転
職
怖
い
で
す
よ
ね 

Ａ
：
薬
剤
師
、
公
務
員
と
か
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
け
ど
、
や
り
た
い
こ
と
や
っ
て
う
ま
く
い

け
ば
儲
け
も
の
だ
し
、
挫
折
し
て
も
後
悔
し
な

い
と
思
う
ん
で
す
ね
。
経
験
し
た
こ
と
か
ら
、

何
か
し
ら
仕
事
見
つ
け
て
生
き
て
い
く
ん
で
し

ょ
う
ね
。
好
き
な
こ
と
や
ら
せ
て
あ
げ
る
こ
と

が
今
は
大
事
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ど
の
職
業
が
生
き
残
る
か
も
わ
か
ら
な
い
し
、

生
涯
雇
用
な
ん
て
夢
の
ま
た
夢
で
す
ね
。
ト
ヨ

タ
で
す
ら
「
終
身
雇
用
は
難
し
い
」
と
い
っ
て

い
ま
す
し
、
そ
う
な
る
と
公
務
員
？ 

Ｃ
：
む
か
し
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
な
ん
て
職
業
な

か
っ
た
け
ど
、
そ
こ
ら
辺
の
一
流
企
業
よ
り
い

っ
ぱ
い
稼
い
で
い
ま
す
。
職
業
と
い
え
る
か
ど

う
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
何
が
ど
う
残
っ
て

く
る
か
わ
か
ら
な
い
し
。
何
が
な
く
な
る
か
わ

か
ら
な
い
し
。 

司
会
：
お
金
だ
け
で
言
う
と
そ
れ
は
い
い
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね 

Ａ
：
大
成
功
す
る
の
は
一
握
り
、
あ
ん
な
稼
ぎ

方
が
あ
る
の
か
、
ほ
ん
と
わ
か
ら
な
い
、
読
め

な
い
。 

Ｂ
：
夢
は
こ
れ
、
と
決
め
な
く
て
も
自
分
が
人

と
話
す
の
が
好
き
だ
と
か
、
一
人
で
コ
ツ
コ
ツ

や
る
の
が
向
い
て
る
と
か
、
方
向
性
を
決
め
る

だ
け
で
も
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

司
会
：
ま
た
戻
り
ま
す
が
、
自
分
の
夢
。
実
現

で
き
て
い
ま
す
？ 

Ｃ
：
そ
も
そ
も
自
分
の
夢
無
か
っ
た
で
す
。
高

校
の
と
き
は
う
っ
す
ら
と
漫
画
家
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

Ｄ
：
私
声
優
に
な
り
た
か
っ
た
。
今
の
時
代
だ

っ
た
ら
す
ご
か
っ
た
ね
っ
て
話
。
中
学
校
の
時

に
応
募
が
あ
っ
て
出
し
た
ん
で
す
よ
。
だ
け
ど
、

名
古
屋
で
、
学
校
が
あ
っ
て
行
け
な
い
、
親
も

つ
い
て
き
て
く
れ
な
い
か
ら
。 

Ａ
：
今
、
も
し
も
な
っ
て
い
た
ら
、
野
沢
雅
子
、

夢
は
大
き
く
、
そ
し
た
ら
旦
那
さ
ん
も
違
っ
て

い
た
か
も
。 

司
会
：
振
り
返
っ
て
み
る
と
惜
し
い
こ
と
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
す
よ
ね
。 

Ｃ
：
漫
画
家
で
、
す
ご
い
豪
華
し
て
「
先
生
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
い
ろ
ん

な
人
の
作
品
を
み
て
、
ぱ
っ
と
あ
き
ら
め
た
。 

Ｂ
：
私
、
親
に
言
わ
れ
た
の
と
、
多
少
自
分
で

考
え
て
料
理
し
た
り
、
食
べ
た
り
食
品
関
係
が

好
き
だ
っ
た
ん
で
、
栄
養
士
だ
っ
た
ら
文
系
で

も
い
け
る
か
な
と
思
っ
て
栄
養
士
に
な
れ
る
学

校
も
受
け
た
ん
で
す
け
ど
、
結
局
文
系
の
学
校

に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
食
品
関
係
が
い
い

か
な
と
思
っ
て
食
品
関
係
の
メ
ー
カ
ー
に
勤
め

て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

結
婚
を
機
に
退
職
し
て
子
育
て
が
一
段
落
し

て
、
働
く
と
き
に
た
ま
た
ま
思
い
出
し
て
食
品

関
係
で
働
い
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
に
栄

養
士
さ
ん
が
い
て
、
近
く
で
似
た
よ
う
な
仕
事

が
で
き
て
ち
ょ
っ
と
楽
し
か
っ
た
で
す
。
方
向

性
で
言
え
ば
叶
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

い
く
つ
に
な
っ
て
も
チ
ャ
ン
ス
は
ま
だ
ま
だ

あ
り
ま
す
ね
。 

司
会
：
物
作
る
の
が
昔
か
ら
好
き
で
、
進
学
す

る
中
で
、
消
去
法
で
絞
ら
れ
て
、
地
元
の
メ
ー

カ
ー
に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
社
内
の
い
ろ

い
ろ
な
開
発
の
仕
事
に
少
し
ず
つ
関
わ
る
仕
事

し
て
い
ま
す
。
物
作
り
が
好
き
な
の
で
、
一
つ

ず
つ
興
味
を
持
っ
て
観
ら
れ
る
ん
で
す
ね
。
そ

う
い
う
意
味
で
楽
し
い
で
す
。 

Ｂ
：
好
き
な
こ
と
は
続
き
ま
す
ね
。
子
ど
も
が

中
学
生
に
上
が
っ
て
、
環
境
が
変
わ
っ
て
、
こ

の
前
、
就
職
活
動
し
て
ま
た
食
品
関
係
で
働
い

て
い
ま
す
。
決
め
る
に
当
た
っ
て
、
家
庭
は
も

ち
ろ
ん
優
先
で
す
け
ど
、
や
り
た
い
仕
事
と
の

バ
ラ
ン
ス
、
た
と
え
ば
座
っ
て
や
る
仕
事
は
楽

だ
か
ら
、
帰
っ
て
か
ら
も
疲
れ
な
く
て
い
い
と

思
う
反
面
、
動
い
た
り
、
人
と
話
し
た
り
、
そ

っ
ち
の
方
が
い
い
か
な
、
で
も
帰
っ
て
か
ら
大

３年生 東京研修（企業訪問） 
（株）クリュートメディカルシステムズ 



11 

 

変
だ
な
と
悩
み
ま
し
た
。
で
も
仕
事
始
め
る
と

自
分
の
生
活
の
ほ
と
ん
ど
が
仕
事
に
な
る
の
で

家
庭
を
優
先
し
つ
つ
好
き
な
こ
と
が
で
き
る
と

い
い
か
な
と
食
品
関
係
を
選
ん
だ
ん
で
す
け
ど
。 

司
会:

小
学
校
の
保
護
者
の
方
と
比
べ
て
、
中
学

校
の
保
護
者
の
方
は
子
ど
も
が
一
段
落
つ
い
て

仕
事
の
接
点
が
増
え
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
か
の
集
ま

り
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
み
な
さ

ん
生
き
生
き
し
て
や
っ
て
い
ま
す
ね
。 

Ｅ
：
は
じ
め
仕
事
は
、
や
り
た
い
こ
と
な
く
て
、

事
務
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
あ
る
日
突

然
、「
情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
」
と
い
う
言
葉

に
出
会
っ
て
、
ぐ
ぐ
っ
と
き
て
、「
こ
ん
な
こ
と

し
て
い
た
ら
駄
目
」
と
思
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
本
当
に
時
間
を
見
つ
け
て
や
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
転
職
も
し
た
ん
で
す
。

「
対
等
じ
ゃ
な
く
て
、
助
け
合
う
よ
う
な
仕
事

が
し
た
い
、
病
院
で
働
き
た
い
」
と
思
っ
て
、

資
格
を
が
む
し
ゃ
ら
に
勉
強
し
て
、
自
分
で
選

ん
だ
の
が
楽
し
く
て
、
き
つ
い
ん
で
す
け
ど
・
・ 

ひ
ょ
ん
な
こ
と
、
き
っ
か
け
が
、
い
つ
あ
る

か
わ
か
ら
な
い
・
・
・
子
ど
も
か
ら
「
夢
の
宿
題

が
出
た
ん
だ
け
ど
ど
う
し
よ
う
」
と
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。「
い
つ
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
、

き
っ
か
け
が
大
事
」
と
見
守
っ
て
い
ま
す
。 

司
会
：
私
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
か
や
り
た
く
な
い
タ
イ

プ
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
子
ど
も
会
を
や
っ
て
、

い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て

く
る
の
を
う
ま
く
ま
と
め
て
方
向
線
を
つ
け
て

い
く
の
が
意
外
と
面
白
く
て
。 

Ａ
：
意
外
に
自
分
が
い
や
だ
と
思
っ
て
い
る
こ

と
が
合
う
っ
て
こ
と
が
あ
る
。 

司
会
：
そ
ん
な
流
れ
の
中
で
今
年
役
員
を
や
っ

て
い
る
ん
で
す
け
ど
。 

Ａ
：
適
任
だ
と
思
い
ま
す
よ
・
・
も
う
楽
勝
。 

司
会
：
子
ど
も
が
楽
し
ん
で
、
知
ら
な
い
保
護

者
の
方
か
ら
お
礼
い
わ
れ
る
と
、
ほ
ん
と
嬉
し

く
な
り
ま
す
。
企
画
か
ら
下
見
、
や
り
出
す
と

楽
し
い
。
自
分
の
思
わ
な
い
と
こ
ろ
で
才
能
が

活
か
せ
る
と
違
う
人
生
が
あ
っ
た
か
も
。 

Ａ
：
い
ろ
ん
な
こ
と
や
る
の
も
大
事
。 

司
会
：
や
っ
て
み
て
向
か
な
い
と
思
え
ば
や
め

れ
ば
い
い
し
、
や
ら
ず
に
向
か
な
い
と
思
う
の

は
よ
く
な
い
。 

Ｃ
：
や
っ
た
ら
納
得
し
ま
す
よ
ね
。
や
っ
ぱ
だ

め
だ
っ
た
か
と
か
。 

Ｂ
：
子
ど
も
に
い
ろ
い
ろ
体
験
さ
せ
る
の
は
大

事
で
す
よ
ね
。 

Ｄ
：
親
に
「
何
に
も
夢
な
い
」
と
言
っ
て
い
た

ら
、
舞
妓
さ
ん
の
募
集
観
て
あ
ん
た
い
っ
た
ら

と
い
わ
れ
ま
し
た
。・
・
・
次
は
バ
ス
ガ
イ
ド
、

勝
手
な
こ
と
言
っ
て
。 

司
会
：
間
口
を
広
げ
て
く
れ
る
親
で
あ
り
が
た

い
で
す
ね
。 

Ｄ
：
あ
の
頃
、
ラ
ジ
オ
聞
い
て
舞
妓
の
募
集
と

か
聞
い
て
、「
ひ
と
り
で
い
っ
て
こ
や
ー
」
と
か

言
わ
れ
ま
し
た
。 

Ａ
：
舞
妓
に
な
っ
て
い
た
ら
今
大
人
気
。 

Ｃ
：
も
う
少
し
選
択
肢
を
見
せ
て
く
れ
れ
ば
よ

か
っ
た
。
「
勉
強
し
ろ
」
と
は
言
わ
れ
た
け
ど
、

「
何
や
り
た
い
の
と
か
何
に
興
味
が
あ
る
の
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
漫
画
家
な
ん

て
も
っ
て
の
ほ
か
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
の
頃

は
褒
め
ら
れ
た
こ
と
で
な
か
っ
た
の
で
そ
ん
な

こ
と
も
言
え
ず
、
も
う
少
し
知
っ
て
お
き
た
か

っ
た
な
、
中
学
の
こ
ろ
、
こ
う
い
う
仕
事
も
あ

る
ん
だ
と
か
、
こ
れ
に
な
る
に
は
何
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
か
と
か
、
今
の
子
は
す
ご
く
い

い
で
す
ね
。 

司
会
：
確
か
に
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
職
業
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
を
た
く
さ
ん
与
え
ら
れ
て
。 

本
日
は
、
な
か
な
か
聞
け
な
い
よ
そ
の
職
業

選
択
の
考
え
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
す
る
い

い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

※
書
け
な
い
よ
う
な
本
音
ト
ー
ク
も
含
め
、
た

く
さ
ん
話
題
が
有
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
三

ペ
ー
ジ
に
収
ま
る
よ
う
に
編
集
し
ま
し
た
。 
                                

                             

 
 

Ｅ
：
夢
は
大
切
だ
と
言
う
け
れ

ど
実
際
に
は
目
の
前
の
テ
ス
ト
に
対
し
て

必
死
の
日
々
で
、
い
ざ
夢
を
語
る
の
は
簡

単
そ
う
で
難
し
く
、
そ
れ
は
歳
を
重
ね
る

ご
と
に
現
実
味
を
帯
び
て
し
ま
い
、
簡
単

に
口
に
出
す
の
が
難
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。
私
た
ち
親
に
出
来
る
こ
と
と
い
え

ば
、
い
ざ
子
ど
も
か
ら
聞
か
れ
た
時
に
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
か
な
、
と
思
い(

引

出
を
増
や
さ
な
い
と
・
笑
。
日
々
勉
強
で

す)

子
ど
も
と
普
段
か
ら
話
し
や
す
い
関

係
を
保
ち
、
子
ど
も
の
話
を
最
後
ま
で
聞

い
て
あ
げ
る
事
が
大
切
な
の
か
な
と
思
い

ま
し
た
。 

中
学
生
な
ら
、
た
だ
夢
を
語
る
だ
け
で

な
く
、
リ
ス
ク
も
考
え
る
こ
と
も
で
き
る

の
で
、
な
り
た
い
職
業
に
つ
い
て
一
緒
に

付
き
合
っ
て
調
べ
、
そ
れ
で
も
な
り
た
い

と
思
え
る
も
の
に
出
会
え
た
時
に
初
め
て

夢
に
向
か
う
事
が
出
来
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
私
た
ち
の
時
代
は
調
べ
る
手
段
が

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
こ
の

情
報
社
会
を
活
用
し
て
色
々
な
職
業
を
知

っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

今
は
ど
ん
な
職
種
も
専
門
性
を
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
う
の
で
我
が
子
が
ち
ゃ
ん

と
社
会
人
と
し
て
自
立
で
き
る
の
か
果
た

し
て
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
歳
を
取
っ
て
も

勉
強
が
終
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

ね
、
常
に
学
ぶ
姿
勢
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。 

Ｃ
：
将
来
に
つ
い
て
、
職
業
選
択

に
つ
い
て
、
正
解
は
な
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
無

い
中
で
、
み
な
さ
ん
と
話
す
こ
と
で
改
め
て

親
と
し
て
の
自
分
の
考
え
と
向
き
合
い
、
ま

た
他
の
ご
家
族
、
親
さ
ん
の
考
え
も
興
味
深

く
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
時

間
に
な
り
ま
し
た
。 

Ａ
：
お
母
さ
ん
ご
自
身
の
体
験
も

踏
ま
え
て
、
現
在
の
子
育
て
を
意
識
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
と
か
、
お
母
さ
ん
ご
自

身
の
お
母
さ
ん(

お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん)

な
ど
が
言

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
そ
の
ま
ま
今

の
子
育
て
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
と
言
え
ば

そ
う
で
も
無
く
て
、
反
面
教
師
だ
っ
た
り
し

て
な
か
な
か
興
味
深
く
お
話
を
伺
え
ま
し

た
。 

Ｂ
：
普
段
、
ほ
か
の
ご
家
庭
の
教

育
方
針
や
考
え
な
ど
を
聞
く
機
会
も
な
い
の

で
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
ま
た
、

自
分
の
考
え
や
体
験
を
話
す
こ
と
で
自
分
の

中
で
再
確
認
で
き
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

Ｄ
：
よ
そ
と
我
が
家
と
比
較
し

て
改
め
て
仕
事
に
つ
い
て
考
え
る
い
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 
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職場体験に参加して 

２年３組 喜多川 晟汰  （柳津公民館・図書室） 

 

図書室での体験は、１日中動いていました。ぼーっとし

ていたら１日の仕事が終わらないので自ら動くことが大

切だと思いました。 

 また、職員さんの話で、仕事はやりがいや楽しさを見つ

けられると続けられることがわかりました。 

２年４組 日比野 奈保       （喜の里） 

 

 職場体験では、スタッフの方々が、利用者の方の身に

なって安全に仕事を行っている姿が心に残っています。

「人の役に立ちたい」という思いがないと務まらない仕

事だと思いました。この体験を通してやりがいもある反

面、大変な仕事だと思いました。 

職場体験 


